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論文審査の結果の要旨 

 

 

 １ 研究目的の評価 

   本研究は、腫瘍特異物質として注目されている Survivin の造血器腫瘍、

特に成人 T細胞性白血病での診断的意義を明らかにしたもので、目的は

十分に妥当である。 

 

 ２ 研究手法に関する評価 

   研究成果を左右すると考えられる対象選択、検体の保存法、試料の抽出

法、測定実験精度も保たれ、更に種々の統計学的解析法で解析したもの

であり、研究手法も妥当である。 

 

 ３ 解析・考察の評価 

   上記手法で解析した結果、細胞内 Survivin mRNA の定量検査が造血器腫

瘍の普遍的スクリーニング検査となる可能性を明らかにし、今後の造血

器腫瘍の遺伝子診断への進展が大いに期待される。 

 

 

 

以上のように本論文は造血器腫瘍における遺伝子診断に貢献するとこ

ろが大であり、審査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値するもの

と判断した。 
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